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御
前
崎
市
、
牧
之
原
市
、
掛
川

市
、
菊
川
市
の
４
市
で
構
成
す
る

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策

協
議
会（
以
下
、
四
市
対
協
）の
会

員
30
人
は
、
中
部
電
力
㈱
浜
岡
原

子
力
発
電
所
が
進
め
て
い
る
安
全

性
向
上
対
策
工
事
を
9
月
29
日
に

視
察
し
ま
し
た
。
4
号
機
で
実
施

さ
れ
て
い
る
主
要
な
対
策
工
事
が

9
月
末
で
お
お
む
ね
終
了
す
る
こ

と
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

中
部
電
力
㈱
の
担
当
者
か
ら
対

策
工
事
の
概
略
説
明
を
受
け
た

後
、
送
水
ポ
ン
プ
車
や
海
抜
22

メ
ー
ト
ル
の
防
波
壁
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

視
察
終
了
後
、
四
市
対
協
の
会

長
を
務
め
る
栁
澤
市
長
は「
四
市

対
協
と
し
て
は
初
め
て
の
視
察
で

あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
今
後
も
対
策
工
事
の

進
展
を
見
守
り
、
立
地
市
と
し
て

市
民
や
近
隣
自
治
体
に
状
況
を
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

※
四
市
対
協
と
は

原
子
力
発
電
所
設
置
に
伴
い
住

民
の
安
全
確
保
な
ら
び
に
地
域
開

発
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
地
域

の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
。

「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

　
　
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
視
察
」

特別編

▲海抜22メートルの防波壁を見学

▲送水ポンプ車など車両の説明

▲2012年の献茶祭に参加する故鈴木東洋先生

▲新野カカシ祭り2016に出展された左馬助公のカカシ

新野左馬助公と故鈴木東洋先生
　大河ドラマ「おんな城主　直虎」の放送が決定し、
地元の偉人である新野左馬助公が登場することが分
かり、御前崎市、特に新野地区で、いち早く活動が
始まりました。これは、故鈴木東洋先生の長年の研
究と顕彰活動による功績が大きいです。
　先生は、「新野左馬之助公遺

い

蹟
せき

保存会」趣意書の中
で、「御墓所の荒廃ぶりを嘆き、何とかしなければ」
という声に応え、「左馬助公をもう一度見直し、その
正しい姿を後世に伝えることこそ、現代に生きる
吾
われ

々
われ

の責務」として昭和48年９月15日、同会を立ち
上げました。また、翌年には、先生の長年の研究を
まとめた『新野左馬助公』が発刊されました。
　先生は平成25年に他界されましたが、今もその
精神は、「新野左馬助公献茶祭」や「新野カカシ祭り」
において、新野地区に引き継がれています。
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